




A Consideration on Sarkozism:





















































































































































































































































































































































































































1） ボナパルティスムについては、西川長夫「ポナパルティズム概念の検討」『思想』583号 1973年 1月。また、
Massimo NAVA, Sarkozy L’Homme de Fer, Michalon, 2007, p. 21ではエリゼに君臨するサルコジを新しいナポレオン
に喩えるとともに、その政策の組み合わせには政治的カラーが欠けており、イデオロギー的線引きをごちゃま
ぜにしていると評している。
2） Nava, op.cit., p. 31
3） とはいえサルコジの演説では資本主義について二〇〇六年以降批判的な言葉が増えている。Louis-Jean Calvet 
et Jean Véronis, Les Mots de Nicolas Sarkozy, Seuil, 2008, p. 127
4） フランスの衰退についての恐れについては、Nava, op.cit., p. 83–
5） 選挙分析については、Sous la direction de Pascal Perrineau, Le vote de rupture—Les elections présidentielle et 












13） Amelie Constant, “Immigrant Adjustment in France and Impacts on the Natives” in European Migration: What do we











23） Nicolas Sarkozy, op.cit., p. 98–
24） CORIF（フランス・イスラム諮問会議）、一九九〇年に開催された。
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